
≪評価の基準≫

Ａ：計画通りの成果を得られた Ｃ：計画通りに事業が遂行できなかった

Ｂ：一部成果を得られないものもあった Ｄ：事業に着手できなかった

安全 安心 笑顔

58 〇
民間における交通安全の
確保

民間実施
※市民連携
室

民間においても交通安全の講習会や、チャイ
ルドシートの効果や正しい使用方法の普及活
動、また、チャイルドシートの無料貸し出しを
行っています。
これらと連携を取りながら子ども等の交通安

全対策を進めていきます。

　交通安全母の会等各団体会員の減少、高齢化
などの課題があるが、計画どおり事業を実施し
ており、今後も継続していく。

Ａ

　各民間団体等会員の減少、それに伴う運営費
の縮減、高齢化などにより一部事業縮小となっ
たが、子ども等の交通安全対策のため、今後も
連携を図っていく。

Ｂ

各民間団体の会員の減少という課題はあるが、
引き続き、交通安全活動に連携して取り組んで
いく。

7 〇 〇
在宅における児童の支援
（ファミリー・サポー
ト）

子ども課

在宅における支援活動として、サービスを利
用したい人と協力したい人がそれぞれ登録して
会員の自宅等で保育サービスを行っていきま
す。
民間で実施している事業の情報を提供すると

ともに、講座の開催など保育サービス提供者を
支援していきます。

　提供会員の養成のため「保育サービス講習会
（9項目24時間）」を実施し、全講座修了者18
名に女性労働協会認定の修了証を交付した。民
間活動グループの代表に講師を依頼するなど連
携して、グループの活動を紹介・参加を呼びか
け、2名の会員登録があった。

Ｂ

　提供会員の養成のため「保育サービス講習会
（9項目24時間）」を実施し、全講座修了者11
名に女性労働協会認定の修了証を交付した。民
間活動グループの代表に講師を依頼したほか、
放課後児童クラブ指導員助手の活動を紹介・参
加を呼びかけ、7名の会員登録があった。

Ｂ

平成30年度のファミリー・サポート・センター
開設に向けて準備を進める。

38 〇 親になるための交流事業 子ども課

　中・高生等が直接子育てをしている親子と語
らい、交流できる場の提供を行っていきます。

　高校生が「ひなたっ子」で乳幼児・母親と交
流し、命の大切さ、赤ちゃんや子育て中の親に
対するいたわりや思いやりの心、また、自分を
育ててくれた親への感謝の気持ちを育むことが
できた。
　なお、中学生に対して交流の場を設けられな
かった。

Ｂ

　中学生は「北村中央保育所」及び「美流渡保
育所」にて、高校生は「ひなたっ子」で乳幼
児・母親と交流し、命の大切さ、赤ちゃんや子
育て中の親に対するいたわりや思いやりの心、
また、自分を育ててくれた親への感謝の気持ち
を育むことができた。
 


Ｂ

中学生に向けて広がりをみせているが、より積
極的に事業をＰＲしていきたい。

70 〇 〇 児童見守りシステム 指導室

　児童の安全・安心確保を目的に、市の光ファ
イバー網などの環境を利活用したICタグ（無線
末端）による見守りサービスを、希望者を対象
に実施していますが、3年生まで対象者を拡大
し、全小学校と3児童館に設置しているICタグ
を検知するセンサーを全児童館に整備するとと
もに、全小学生対象の不審者情報の一斉同報
サービスを含めた見守りシステムの拡大を図っ
ていきます。

　平成２７年度は、小学校全体で７７．８％の
利用率で、１年生８８％、２年生８９％、３年
生９０％、４年生８２％、５年生７９％、６年
生が４１．２％となっており、６年生の利用率
が低かった。次年度以降は、利用率も高まるも
のと考えており、１００％の利用を目標に学校
を通じて各家庭に働きかけていく。

Ｂ

　平成２８年度は、小学校全体で８７．１％の
利用率で、１年生９０％、２年生９０％、３年
生８９％、４年生８８％、５年生８１％、６年
生が７９％となった。次年度以降、１００％の
利用を目標に学校を通じて各家庭に働きかけて
いく。

Ｂ

小学校全体の普及率が10ポイント上昇している
が、より一層普及率を高めるため、今後も学校
を通じた働きかけを継続していく。

82 〇 〇 ５歳児健診
健康づくり
推進課

　発達障害の早期発見と適正な支援を目的に実
施する健診です。小学校就学前に発達の遅れを
発見し、就学に向けた支援をすることを目的に
します。

発達支援の体制として、地域の保育園、幼稚園
への巡回相談を実施し、集団場面の様子を把握
し、必要な児を相談につなげている。3歳児健
診以降は特に集団観察が重要とされているた
め、巡回相談を継続し、就学に向けて継続的に
支援体制が組めるよう連携していきたい。5歳
児健診の実施については、就学に向けて保護者
の意識が変化する中、支援が必要な児に介入す
る機会としてどのような体制をとるべきか、今
後も検討が必要である。

Ｃ

発達支援の体制として、地域の保育園、幼稚園
への巡回相談を実施し、集団場面の様子を把握
し、必要な児を相談につなげている。3歳児健
診以降は特に集団観察が重要とされているた
め、人的配置等難しい面もあるが巡回相談を拡
充する等、就学に向けて継続的に支援体制が組
めるよう連携していきたい。5歳児健診の実施
については、支援が必要な児に介入する機会と
してどのような体制をとるべきか、今後も検討
が必要である。

Ｃ

発達障害の早期発見と適切な支援のため、5歳
児健診以外の方法を含め、どのような方法が必
要か引き続き検討する。

子ども・子育て支援の３つの視点と評価

【安全（２３事業）】Ａ：２０事業　Ｂ：２事業　Ｃ：１事業

【安心（６１事業）】Ａ：５７事業　Ｂ：３事業　Ｃ：１事業

【笑顔（２９事業）】Ａ：２８事業　Ｂ：１事業　Ｃ：０事業
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